[bookmark: _fyvc2plh1n1a]レンタルスペース楽器演奏・音出し利用承諾書

レンタルスペース運営者　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、レンタルスペース利用者　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が管理・運営するレンタルスペース（以下「本施設」という。）において、乙が楽器演奏、音楽再生、歌唱その他音を発生させる行為（以下「音出し利用」という。）を行うことについて、次のとおり確認し、合意する。

[bookmark: _mlr3mocw2x2g]第1条（目的）
本承諾書は、本施設における音出し利用について、利用可能な楽器及び音響機器、音量制限、利用時間、騒音防止、安全管理、設備の取扱い、近隣への配慮、損害賠償その他必要な事項を定め、甲乙双方の権利義務を明確にするとともに、本施設の安全かつ円滑な運営及び周辺環境の保全を図ることを目的とする。

[bookmark: _obsxjr65xd21]第2条（対象施設及び利用内容）
1. 本承諾書の対象となる施設及び音出し利用の内容は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	施設名称
	

	施設所在地
	

	利用スペース・部屋番号
	

	利用目的
	□ 個人練習　□ 合奏練習　□ バンド練習　□ 音楽レッスン　□ 録音・収録　□ その他（　　　　　）

	利用予定日
	年　　　月　　　日

	利用開始時間
	時　　　分

	利用終了時間
	時　　　分

	音出し可能時間
	時　　　分 ～ 　　　　時　　　分

	利用予定人数
	名

	利用責任者
	

	緊急連絡先
	

	その他特記事項
	


2. 乙は、前項に定める利用目的及び利用条件の範囲内で音出し利用を行うものとする。
3. 乙が利用目的、演奏内容、使用楽器、参加人数その他重要な利用条件を変更する場合は、事前に甲へ申し出て承諾を得るものとする。
4. 甲は、本施設の構造、設備、周辺環境及び管理上の条件を踏まえ、必要に応じて音出し利用の範囲又は条件を指定することができる。

[bookmark: _q75uw22xqm9k]第3条（音出し利用の承諾）
1. 甲は、乙が本承諾書及び甲が事前に提示する施設利用規約を遵守することを条件として、本施設における音出し利用を承諾する。
2. 本承諾書による承諾は、第2条に定める利用日時、利用場所及び利用目的に限り有効とする。
3. 乙は、音出し利用が認められた場合であっても、音量、振動、演奏時間その他の条件について無制限に利用できるものではないことを確認する。
4. 甲は、建物管理規約、賃貸借契約、行政上の規制その他本施設に適用される条件に反する利用を承諾しないものとする。
5. 甲による音出し利用の承諾は、近隣住民、他の施設利用者その他第三者に対する騒音又は振動の影響が発生しないことを保証するものではない。

[bookmark: _5s93yr7r1x98]第4条（使用可能な楽器及び音響機器）
1. 乙が本施設において使用できる楽器及び音響機器は、次のとおりとする。
	項目
	使用の可否・内容

	アコースティックギター
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	エレキギター
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	エレキベース
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	電子ピアノ・キーボード
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	アコースティックピアノ
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	電子ドラム
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	生ドラム・打楽器
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	管楽器
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	弦楽器
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	歌唱・ボーカル
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	スピーカー・アンプ
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	マイク・ミキサー
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	DJ機器
	□ 可　□ 不可　□ 条件付き

	その他
	


2. 条件付きで使用を認める楽器又は機器については、甲乙間で使用条件、音量、設置場所その他必要な事項を別途確認するものとする。
3. 乙は、事前に承諾された楽器又は機器以外のものを使用する場合、甲の承諾を得なければならない。
4. 甲は、使用する楽器又は機器の特性により、過大な騒音、低周波音、振動その他施設運営上の支障が生じるおそれがある場合、その使用を制限することができる。
5. 楽器及び音響機器の搬入、設置、使用及び搬出については、乙が安全に配慮して実施するものとする。

[bookmark: _8gm6pkjb9kzy]第5条（音量及び騒音の制限）
1. 乙は、音出し利用に際し、甲が定める音量制限及び騒音防止に関する指示を遵守するものとする。
2. 本施設における音量制限の条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	音量制限の有無
	□ あり　□ なし

	音量上限
	dB

	測定場所
	

	測定方法・評価指標
	

	測定時間帯
	

	低音域の制限
	□ あり　□ なし

	アンプ等の出力制限
	

	その他の制限事項
	


3. 前項に具体的な数値が設定されていない場合であっても、乙は、近隣住民、他の施設利用者及び建物管理者に著しい迷惑を及ぼす音量での利用を行ってはならない。
4. 乙は、特に低音域の音、打楽器による衝撃音、床や壁を伝わる振動その他建物構造を通じて伝搬する音について、十分な配慮を行うものとする。
5. 甲は、音量が許容範囲を超えていると合理的に判断した場合、乙に対して音量の低減、機器の調整又は演奏方法の変更を求めることができる。
6. 乙は、前項の指示を受けた場合、速やかに必要な対応を行うものとする。
7. 音量の測定方法及び測定結果について疑義が生じた場合、甲乙は、測定条件及び施設の状況を確認し、合理的な解決を図るものとする。

[bookmark: _dhj7kj6thcqx]第6条（音出し可能時間）
1. 乙は、第2条に定める音出し可能時間内に限り、楽器演奏及び音響機器の使用を行うものとする。
2. 音出し可能時間外においては、乙は、甲が明示的に承諾した場合を除き、楽器演奏、歌唱、大音量での音楽再生その他これらに類する行為を行ってはならない。
3. 楽器の調律、音響機器の動作確認、リハーサルその他音を発生させる準備作業についても、原則として音出し可能時間内に実施するものとする。
4. 乙は、利用終了時刻までに演奏を終了し、機器の電源停止、撤収及び原状回復を完了しなければならない。
5. 乙が音出し可能時間の延長を希望する場合、事前に甲の承諾を得るものとし、甲は施設の予約状況及び周辺環境等を踏まえて承諾の可否を判断する。
6. 無断延長に伴う追加料金その他の取扱いについては、事前に明示された施設利用規約及び料金条件によるものとする。

[bookmark: _vwg23m1ymuwo]第7条（防音設備及び施設構造に関する確認）
1. 乙は、本施設に防音設備又は遮音設備が設置されている場合であっても、すべての音及び振動を完全に遮断できるものではないことを確認する。
2. 本施設の防音性能は、壁、床、天井、窓、ドア、換気設備、建物構造、使用する楽器の種類及び音量その他の条件によって影響を受ける場合がある。
3. 甲が防音性能に関する資料、測定結果又は設備仕様を提示した場合、その内容は、明示された測定条件及び評価方法に基づくものとする。
4. 甲が特定の防音性能又は遮音性能を保証する場合は、その性能値、測定条件及び保証範囲を別途書面又は電磁的方法により明確にするものとする。
5. 乙は、防音ドア、二重扉、遮音カーテンその他の防音設備について、甲が定める使用方法を遵守するものとする。
6. 乙は、防音設備を無断で取り外し、改造し、又はその機能を損なう行為を行ってはならない。

[bookmark: _24z9nmajnsh0]第8条（窓・扉及び換気設備の取扱い）
1. 乙は、音出し利用中、甲が指定する窓及び扉を原則として閉鎖し、音漏れの防止に努めるものとする。
2. 乙は、演奏中に窓又は扉を開放する必要がある場合、甲の指示に従い、必要に応じて演奏を一時停止するものとする。
3. 換気設備、空調設備その他の施設設備については、甲が定める方法に従って使用するものとする。
4. 乙は、換気口、防音部材その他の設備を無断で塞ぎ、取り外し、又は改造してはならない。
5. 甲は、利用者の健康及び安全に配慮し、必要な換気条件を乙に案内するものとする。

[bookmark: _6tg74mtogmrn]第9条（楽器及び機材の搬入・搬出）
1. 乙は、楽器、音響機器、スタンド、ケースその他の持込物品について、自己の責任において搬入及び搬出を行うものとする。
2. 大型楽器、重量物又は搬入に特別な作業を要する機器については、事前に甲へ申告し、搬入経路、設置場所及び安全対策について承諾を得るものとする。
3. 乙は、搬入及び搬出に際し、建物の壁、床、扉、エレベーター、共用部分その他の設備を損傷しないよう必要な措置を講じるものとする。
4. 乙は、共用部分、避難経路、非常口その他甲が指定する場所に楽器又は機材を放置してはならない。
5. 搬入及び搬出に伴い施設又は第三者の財産に損害が生じた場合、その責任及び費用負担については、原因、帰責事由及び関係法令に従い決定するものとする。

[bookmark: _hxrvakhxlec5]第10条（施設設備及び備品の使用）
1. 乙は、甲が提供する楽器、音響機器、電源設備、家具その他の備品について、通常の使用方法及び甲の指示に従って使用するものとする。
2. 乙は、施設設備及び備品を故意又は過失により破損、汚損又は紛失しないよう適切に管理するものとする。
3. 乙は、甲の承諾なく、施設設備の分解、改造、移設又は設定変更を行ってはならない。
4. 乙は、設備の故障、異常音、発熱、破損その他の不具合を発見した場合、直ちに使用を中止し、甲へ報告するものとする。
5. 甲は、乙が施設設備を安全に利用できるよう、通常必要とされる点検及び管理を行うものとする。
6. 設備の不具合により利用目的を達成できない場合、甲乙は、代替設備の提供、利用時間の変更、利用料金の調整その他合理的な対応について協議するものとする。

[bookmark: _9u7jdxrk1075]第11条（電源設備及び火災防止）
1. 乙は、アンプ、スピーカー、ミキサー、照明機器その他の電気機器を使用する場合、施設の電源容量及び安全基準を遵守するものとする。
2. 乙は、過度な電源分岐、許容容量を超える電気機器の接続、損傷した電源コードの使用その他火災又は感電のおそれがある行為を行ってはならない。
3. 発熱を伴う機器、特殊な照明装置、スモークマシンその他安全上の配慮が必要な機器を使用する場合、乙は事前に甲の承諾を得るものとする。
4. 乙は、火気、危険物、可燃性物質その他甲が持込みを禁止する物品を本施設へ持ち込んではならない。
5. 火災、漏電、異臭その他の異常を発見した場合、乙は直ちに機器の使用を中止し、必要に応じて避難、消防機関への通報及び甲への連絡を行うものとする。

[bookmark: _au2ajdkmeypx]第12条（近隣住民及び他の利用者への配慮）
1. 乙は、音出し利用に際し、近隣住民、建物内の他の利用者及び周辺施設に対する騒音及び振動の影響を可能な限り抑えるものとする。
2. 乙は、施設内の演奏音だけでなく、廊下、階段、エントランス、駐車場その他共用部分での会話、楽器の試奏、機材の搬出入に伴う音についても配慮するものとする。
3. 乙は、甲が指定する場所以外で楽器演奏又は音響機器の使用を行ってはならない。
4. 乙は、施設周辺において大声での会話、長時間の滞留、迷惑駐車その他近隣住民の生活環境に支障を及ぼす行為を行わないものとする。
5. 甲又は第三者から騒音若しくは振動に関する申出があった場合、乙は甲による事実確認及び合理的な改善措置に協力するものとする。

[bookmark: _rjdazepk7ou]第13条（苦情及び騒音トラブルへの対応）
1. 音出し利用に関して近隣住民、建物管理者又は他の利用者から苦情が寄せられた場合、甲は、苦情の内容及び発生状況を確認するものとする。
2. 甲は、騒音又は振動による影響が認められる場合、乙に対して音量の低減、演奏方法の変更、機器の使用制限その他合理的な改善措置を求めることができる。
3. 乙は、甲から改善を求められた場合、速やかに対応し、同様の問題が再発しないよう必要な措置を講じるものとする。
4. 乙が合理的な改善指示に従わず、重大な騒音又は振動が継続する場合、甲は、必要な範囲で音出し利用を一時停止させることができる。
5. 重大な迷惑行為が継続し、施設運営又は周辺環境に著しい支障が生じる場合、甲は、第19条に従い利用承諾を取り消すことができる。
6. 苦情の存在のみをもって、乙に当然に損害賠償責任が生じるものではなく、責任の有無及び範囲は、具体的な事情及び関係法令に基づき判断するものとする。

[bookmark: _yetkateb6a28]第14条（利用者及び参加者の管理）
1. 乙は、本施設における音出し利用の責任者として、同行者、演奏参加者、講師、スタッフその他乙の利用に関係する者（以下「参加者」という。）に対し、本承諾書及び施設利用規約の内容を周知するものとする。
2. 乙は、参加者が施設設備を適切に使用し、音量制限、利用時間及び安全上の注意事項を遵守するよう必要な管理を行うものとする。
3. 乙は、甲が定める最大収容人数を超えて参加者を入室させてはならない。
4. 乙は、参加者による重大な規約違反又は迷惑行為を認識した場合、速やかに必要な対応を行うものとする。
5. 参加者の行為によって損害が発生した場合、乙の責任の有無及び範囲は、乙の管理状況、参加者との関係、損害の原因その他の事情及び関係法令に従い判断するものとする。

[bookmark: _3d242yeurgwr]第15条（禁止事項）
乙及び参加者は、本施設の音出し利用に際し、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。
1. 承諾された利用時間外に楽器演奏又は音出しを行う行為
2. 甲が定める音量制限を超えて演奏又は音楽再生を行う行為
3. 使用を禁止された楽器又は音響機器を無断で使用する行為
4. 防音設備、音響設備その他施設設備を無断で改造又は撤去する行為
5. 施設の壁、床、天井その他の構造部分を損傷するおそれのある行為
6. 共用部分又は施設周辺で無断演奏を行う行為
7. 甲の承諾なく不特定多数の観客を集める行為
8. 甲の承諾なく有料ライブ、音楽イベントその他営利目的の催しを開催する行為
9. 法令に違反する音楽利用、録音、録画、配信その他の行為
10. 他の利用者又は近隣住民に対する威嚇、暴言その他の迷惑行為
11. 施設の避難経路又は非常口を塞ぐ行為
12. 火災、感電、転倒その他の事故を発生させる危険な行為
13. 甲の合理的な安全管理上の指示に正当な理由なく従わない行為
14. その他法令又は事前に明示された施設利用規約に違反する行為

[bookmark: _6w38h5qdxro6]第16条（録音・録画及び配信）
1. 乙が本施設内で演奏内容を録音又は録画する場合、甲が定める撮影及び収録条件を遵守するものとする。
2. 乙がライブ配信、動画配信、オンラインレッスンその他インターネットを通じた音声又は映像の送信を行う場合、事前に甲の承諾を得るものとする。
3. 録音、録画又は配信に伴い第三者の肖像、音声、著作物その他の権利を利用する場合、乙は必要な権利処理を行うものとする。
4. 乙は、甲の承諾なく、本施設の管理区域、他の利用者又は施設スタッフを撮影し、又はその映像若しくは音声を公開してはならない。
5. 甲が防犯又は施設管理のために撮影設備を設置する場合、その設置場所、利用目的及び個人情報の取扱いについて、関係法令に従い適切に案内するものとする。

[bookmark: _jubc7th6lwwu]第17条（著作権及び音楽利用に関する責任）
1. 乙は、本施設において楽曲、音源、映像その他の著作物を利用する場合、著作権法その他関係法令を遵守するものとする。
2. 楽曲の演奏、音源の再生、録音、録画、配信その他の利用行為について著作権者、著作隣接権者その他の権利者の許諾が必要となる場合、甲乙は、利用態様に応じて必要な権利処理及びその責任分担を確認するものとする。
3. 施設運営者が音楽著作物の利用許諾契約を締結している場合であっても、当該許諾の対象範囲に含まれない録音、配信その他の利用については、別途権利処理が必要となる場合があることを乙は確認する。
4. 乙が自己の責任において実施する音楽利用により第三者の権利を侵害した場合、乙は自己の責めに帰すべき範囲で必要な対応を行うものとする。
5. 本承諾書は、甲又は乙が保有する著作権その他の知的財産権を相手方に譲渡するものではない。

[bookmark: _un2vowttyo33]第18条（事故及び損害賠償）
1. 甲は、本施設の管理者として、施設設備及び利用環境について合理的な安全管理措置を講じるものとする。
2. 乙は、楽器演奏、音響機器の使用、機材の搬入及び搬出その他の利用行為について、必要な安全上の注意を払うものとする。
3. 乙の故意又は過失により施設設備、備品その他甲の財産に損害が生じた場合、乙は、法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
4. 甲の故意又は過失により乙又は参加者に損害が生じた場合、甲は、法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
5. 第三者に損害が生じた場合、甲乙は、損害の発生原因及び各自の責任を確認し、関係法令に従い適切に対応するものとする。
6. 乙が持ち込んだ楽器及び機材の盗難、紛失又は破損については、甲の責めに帰すべき事由がある場合その他法令上甲が責任を負う場合を除き、甲は責任を負わないものとする。
7. 本承諾書のいかなる規定も、甲の故意又は重大な過失による責任その他法令上免除することのできない責任を排除するものではない。

[bookmark: _wuljobgmrii1]第19条（利用承諾の停止及び取消し）
1. 甲は、乙が本承諾書又は施設利用規約に違反した場合、相当期間を定めて改善を求めることができる。
2. 乙が前項の改善要求に応じず、施設運営に重大な支障が生じる場合、甲は音出し利用の全部又は一部を停止し、又は承諾を取り消すことができる。
3. 前項にかかわらず、重大な事故、火災のおそれ、著しい騒音、設備の危険な使用その他緊急の対応が必要な場合、甲は事前の催告なく音出し利用を一時停止させることができる。
4. 甲は、利用停止又は承諾取消しを行う場合、緊急の場合を除き、その理由を乙に説明するものとする。
5. 利用承諾の取消しに伴う利用料金の返金及び損害賠償については、取消しの原因、甲乙の責任、事前に明示された利用条件及び関係法令に従い決定するものとする。

[bookmark: _ml3fodvm7ctv]第20条（利用料金及び追加費用）
1. 本施設の音出し利用に関する料金及び費用条件は、次のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	基本利用料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	音出し利用追加料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	楽器・音響機器レンタル料
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他オプション料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	延長料金
	金　　　　　　　　　円（税込）／　　　　　分

	支払方法
	□ 銀行振込　□ 現金　□ クレジットカード　□ その他（　　　　　）

	支払期限
	年　　　月　　　日

	その他
	


2. 乙は、甲が事前に提示した料金条件に従い、利用料金その他の費用を支払うものとする。
3. 音出し利用に追加料金が発生する場合、甲は、乙が利用を申し込む前にその金額及び算定方法を明示するものとする。
4. 乙が追加設備の使用又は利用時間の延長を希望する場合、甲乙は、追加料金及び利用条件について事前に合意するものとする。
5. 設備の破損、特別清掃その他の事情により追加費用が発生した場合、その負担については、発生原因、乙の責任及び事前に明示された条件を踏まえ、合理的に決定するものとする。

[bookmark: _ptuakkzajhql]第21条（キャンセル及び利用変更）
1. 乙が予約済みの音出し利用をキャンセルする場合、甲が事前に提示したキャンセル規定に従うものとする。
2. キャンセル料の発生時期、金額及び算定方法については、利用申込み前に乙が確認できるよう明示するものとする。
3. 乙が利用日時、使用楽器、参加人数その他の条件を変更する場合、甲へ事前に申し出るものとする。
4. 甲は、予約状況、施設設備及び周辺環境等を踏まえ、変更の可否を判断するものとする。
5. 甲の責めに帰すべき事由により音出し利用ができなくなった場合、甲は、利用料金の返金、代替日時の案内その他合理的な対応を行うものとする。
6. 消費者契約法その他関係法令が適用される場合、キャンセル料及び返金条件は当該法令に従うものとする。

[bookmark: _sm8xn57l3qgw]第22条（不可抗力及び利用中止）
1. 地震、台風、豪雨、停電、火災、感染症の流行、公的機関の命令その他甲乙の合理的な支配を超える事由により本施設の利用が困難となった場合、甲は、必要な範囲で利用の延期、中止又は制限を行うことができる。
2. 甲は、前項の措置を講じる場合、可能な限り速やかに乙へ通知するものとする。
3. 不可抗力により音出し利用が中止となった場合、利用料金の返金又は振替利用については、利用状況、既発生費用及び関係法令を踏まえて合理的に決定するものとする。
4. 不可抗力による利用中止であっても、甲又は乙に法令上の責任が認められる場合、その責任を当然に免除するものではない。

[bookmark: _qiysortlaut7]第23条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本施設の予約管理、本人確認、利用料金の請求、緊急連絡、苦情対応その他施設運営に必要な目的の範囲内で、乙の個人情報を取得し、利用するものとする。
2. 甲は、取得した個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い、適切に管理するものとする。
3. 甲は、法令上認められる場合を除き、本人の必要な同意その他の適法な根拠なく個人情報を第三者へ提供しないものとする。
4. 個人情報の保存期間、利用目的の詳細、開示等の請求方法その他の事項については、甲が別途定めるプライバシーポリシー等によるものとする。
[bookmark: _swn6wpqqreba]第24条（施設利用規約との関係）
1. 本承諾書は、甲が定める施設利用規約及び乙との間で成立した施設利用契約を補完し、音出し利用に関する個別条件を定めるものとする。
2. 本承諾書と施設利用規約の内容が異なる場合、音出し利用に関する個別事項については、本承諾書を優先するものとする。ただし、法令の強行規定に反する場合は、この限りでない。
3. 本承諾書に定めのない事項については、施設利用契約、施設利用規約及び関係法令に従うものとする。
4. 甲は、乙に不利益となる重要な利用条件を変更する場合、関係法令に従い、必要な説明及び同意取得その他の手続を行うものとする。

[bookmark: _ipy8uj5tjsrx]第25条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自らが暴力団、暴力団員、暴力団関係企業その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないことを表明し、保証する。
2. 甲及び乙は、反社会的勢力を利用し、又は反社会的勢力に対して資金提供その他の便宜供与を行わないものとする。
3. 甲又は乙が前各項に違反した場合、相手方は、関係法令に従い、利用契約の解除その他必要な措置を講じることができる。

[bookmark: _wfp90yrry5oy]第26条（確認事項及び承諾）
乙は、本施設における音出し利用について、次の事項を確認し、承諾する。
□ 音出し利用が認められる日時及び場所を確認しました。
□ 使用可能な楽器及び音響機器の種類を確認しました。
□ 音量制限及び騒音防止に関する条件を確認しました。
□ 防音設備がすべての音及び振動を完全に遮断するものではないことを理解しました。
□ 音出し可能時間外には演奏及び音楽再生を行わないことを確認しました。
□ 窓、扉、防音設備及び換気設備の取扱いについて確認しました。
□ 楽器及び機材の搬入・搬出に関する注意事項を確認しました。
□ 施設設備及び備品を適切に使用することを確認しました。
□ 近隣住民及び他の施設利用者への配慮が必要であることを理解しました。
□ 騒音等に関する苦情が発生した場合、合理的な改善措置に協力することを確認しました。
□ 録音、録画及び配信に関する利用条件を確認しました。
□ 音楽著作物の利用に必要な権利処理について確認しました。
□ 事故及び設備破損等に関する責任分担を確認しました。
□ 利用料金、追加料金及びキャンセル条件を確認しました。
□ 施設利用規約及び本承諾書の内容を遵守することに同意します。

[bookmark: _2k3zm2lflyii]第27条（協議事項）
1. 本承諾書に定めのない事項又は本承諾書の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は信義誠実の原則に従い、協議のうえ解決するものとする。
2. 音出し利用に関して問題が発生した場合、甲乙は、事実関係の確認及び必要な情報共有に協力し、合理的な解決に努めるものとする。
3. 本承諾書の一部が法令により無効又は執行不能と判断された場合であっても、その他の条項は、当該判断の影響を受けない範囲で引き続き効力を有するものとする。

[bookmark: _wsw5he6w38sr]第28条（準拠法及び紛争解決）
1. 本承諾書の成立、効力、解釈及び履行については、日本法を準拠法とする。
2. 本承諾書に関連して紛争が生じた場合、甲乙は、まず誠実な協議による解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決しない場合は、民事訴訟法その他関係法令に従い、管轄権を有する裁判所において解決するものとする。

[bookmark: _6m819i460pj5]
[bookmark: _qcl5tm405zsw]
[bookmark: _uss2fp4ip3rx]
[bookmark: _ttxslko5oskx]
[bookmark: _vk14kmskgsjb]
[bookmark: _p6q7axfamqm8]署名欄
甲及び乙は、本承諾書の内容を十分に確認し、これに合意した証として、本承諾書を作成する。
本承諾書を書面により作成する場合は、本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各自1通を保有する。
電子契約により合意する場合は、本承諾書の内容を記録した電磁的記録について、甲乙が合意した電子署名その他の方法により承諾の意思を表示し、各自当該電磁的記録を保管するものとする。

承諾日：　　　　年　　　月　　　日

甲（レンタルスペース運営者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者名・施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（レンタルスペース利用者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名・法人名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名（法人の場合）：　　　　　　　　　　　　　　　

利用責任者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：

